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株式会社 ポーラ（本社：東京都品川区、代表取締役社長：及川 美紀）は、2024年7月1日に、肌分析をリニューアルし、スタート

いたします。

1989年、まだ世の中にパーソナライズという言葉が浸透していない時代に、ポーラの肌分析は誕生しました。それ以来、35年間一

人ひとり異なる肌の個性に寄り添い続けています。これまでに蓄積された、全国のお客さまの肌分析の件数は約2,070万件※1

にも上り、肌分析結果に基づいた、肌のお手入れや生活習慣のアドバイスを届けてきました。

2024年7月にリニューアルする新しいポーラの肌分析では、肌三層（表皮・真皮・皮下組織）の細胞のはたらきを推測し、今の肌

状態を分析するだけでなく、今後、表れやすい肌の変化の“兆し”をとらえる、より多角的な分析へと進化しています。

【新『ポーラの肌分析』の主な特長】

①独自技術『モーションスキャンテクノロジー※2』を用いて、

細胞のはたらきを推測することが可能に。

独自技術の動画分析「モーションスキャンテクノロジー」を用いて、

肌内部（表皮・真皮・皮下組織）の今の細胞のはたらきを

推測して、スコア化。今後、表れやすい肌悩みを知るための、ポーラ独自の指標。

②今の肌状態を分析するだけでなく、

今後、表れやすい肌の変化の“兆し”をより多角的にとらえる。

肌カメラ分析には、これまでの分析項目に加え、

新たに「キメの流れ（シワリスク）」分析を追加。

目視ではとらえきれないキメを分析し、シワのできやすさをスコア化。

③分析結果に、今の肌の強みを表した、9つの肌タイプ分類が登場。

「細胞のはたらき※3」「ゆらぎ※4」「形状※5」「色調※5」の4カテゴリの

スコア状況をもとに、肌タイプを決定。今の肌の強みを表した、

  「きよらか肌」「かがやき肌」などのタイプ名称が表示されます。

この肌タイプを起点に、肌の撮影画像・パーソナル肌断面図・分析項目の

レーダーチャートなどを用いて、肌の個性を視覚的にわかりやすく伝える総合分析結果に進化。

肌三層（表皮・真皮・皮下組織）を細胞レベルで推測。

今の肌状態を分析するだけでなく、

今後、表れやすい肌の変化の“兆し”をとらえる、より多角的な分析に進化

※1：2023年12月末時点

※2：顔の動き（動画）から、肌三層の状態の推測に用いるデータ取得を行う、ポーラ独自の技術のこと

※3：表皮細胞・真皮線維芽細胞・皮下腱細胞のはたらきを推測する分析項目

※4：今の肌状態（安定・ニキビ・敏感）を分析し、スコア化する分析項目

※5：今の肌状態（ハリのなさ・シワ、毛穴、シミ、くすみ）を分析し、スコア化する分析項目

あなたの細胞の声を聞こう。

肌の個性を知り、肌と対話することで、自分の肌が愛おしくなり、

お手入れが楽しくなるような、新しい肌分析体験をお届けします。

全国のポーラ ビューティーディレクター、コスメ&エステショップ「ポーラ ザ ビューティー」をはじめ

全国のポーラショップ（一部、お取り扱いのない店舗がございます）、旗艦店「ポーラ ギンザ」、

ニュウマン横浜店、ルミネ大宮店にてお取り扱いします。

新・ポーラの肌分析が2024年7月1日よりスタート



あなたの細胞の声を聞こう。

肌って、不思議な存在だ。

急に機嫌を損ねたり、かと思えば調子がよかったり。

いちばん近くにいるのに、

いちばん遠くに感じることもある。

だからこそ、肌のことを、その先の細胞の声を。

もっと知れたら、もっと対話できたなら。

どんな未来が待っているんだろう。

そんな想いから開発されたのが、

自分だけの肌個性を知ることができる

ポーラ独自の分析テクノロジー。

たとえば、肌のミクロな変化までを捉える

モーションスキャン※を駆使し、

肌三層の細胞のはたらきを推測する。

あなたの肌と深くコミュニケーションすることで、

兆しレベルから先手のアクションに導く。

今の肌が求めるケアがわかるようになる。

わたしの肌って、そうだったんだ。知らなかった。

意外な発見の連続が楽しい。そして愛おしい。

ひとつひとつの体験が、何かが変わる予感につながっていく。

そう、すべての設計図は、肌の細胞が描いてくれる。

始める、肌とのコミュニケーション。

ポーラの肌分析
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※顔の動き（動画）から、肌三層の状態の推測に用いるデータ取得を行う、ポーラ独自の技術のこと



新・ポーラの肌分析　進化ポイント
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肌三層（表皮・真皮・皮下組織）を細胞レベルで推測。
今の肌状態を分析するだけでなく、

今後、表れやすい肌の変化の“兆し”をとらえる、より多角的な分析に進化

新・ポーラの肌分析が2024年7月1日よりスタート

1989年、まだ世の中にパーソナライズという言葉が浸透していない時代に
ポーラの肌分析は誕生しました。

それ以来、35年間、一人ひとり異なる肌の個性に寄り添い続けています。
これまでに蓄積された、全国のお客さまの肌分析の件数は約2,070万件※1にも上り、
肌分析結果に基づいた、肌のお手入れや生活習慣のアドバイスを届けてきました。

2024年7月にリニューアルする新しいポーラの肌分析では、
肌三層（表皮・真皮・皮下組織）の細胞のはたらきを推測し、

今の肌状態を分析するだけでなく、
今後、表れやすい肌の変化の“兆し”をとらえる、より多角的な分析へと進化しています。

あなたの細胞の声を聞こう。
肌の個性を知り、肌と対話することで、自分の肌が愛おしくなり、
お手入れが楽しくなるような、新しい肌分析体験をお届けします。

①

②

③

「細胞のはたらき※3」「ゆらぎ※4」「形状※5」「色調※5」の4カテゴリのスコア状況をもとに、肌タイプを決定。今の肌の強みを表
した、「きよらか肌」「かがやき肌」などのタイプ名称が表示されます。この肌タイプを起点に、肌の撮影画像・パーソナル肌断
面図・分析項目のレーダーチャートなどを用いて、肌の個性を視覚的にわかりやすく伝える総合分析結果に進化。

※1：2023年12月末時点　※2：顔の動き（動画）から、肌三層の状態の推測に用いるデータ取得を行う、ポーラ独自の技術のこと
※3：表皮細胞・真皮線維芽細胞・皮下腱細胞のはたらきを推測する分析項目　※4：今の肌状態（安定・ニキビ・敏感）を分析し、スコア化する分析項目
※5：今の肌状態（ハリのなさ・シワ、毛穴、シミ、くすみ）を分析し、スコア化する分析項目

独自技術『モーションスキャンテクノロジー※2』を用いて、

細胞のはたらきを推測することが可能に。

独自技術の動画分析「モーションスキャンテクノロジー」を用いて、肌内部（表皮・真
皮・皮下組織）の今の細胞のはたらきを推測して、スコア化。今後、表れやすい肌悩
みを知るための、ポーラ独自の指標。

今の肌状態を分析するだけでなく、今後、表れやすい肌の変化の“兆し”を

より多角的にとらえる。

肌カメラ分析には、これまでの分析項目に加え、新たに「キメの流れ（シワリスク）」
分析を追加。目視ではとらえきれないキメを分析し、シワのできやすさをスコア化。

分析結果に、今の肌の強みを表した、9つの肌タイプ分類が登場。
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動画分析『モーションスキャンテクノロジー』を用いて、肌内部（表皮・真皮・皮下組織）の今の細胞のはたらきを推測し
て、スコア化。このスコアは今後、表れやすい肌悩みを知るための、ポーラ独自の指標です。肌三層を細胞レベルで推測
するために、これまでの肌の動画や静止画の撮影方法はそのままに、解析技術を新たに開発しました。

（画面の例） 

①カメラで顔の位置を正確に合わせて動画を撮影。
　約14秒間の動画は静止画840枚分に相当。

②1枚ごとに肌の動きの速さや方向などの特徴
を細かく区切って抽出し、分析。約170万個
の特徴データを抽出。

表皮
バリア機能や肌のうるおい保持に関わる
「タイトジャンクション」を保つ表皮細胞の
はたらきを推測。

真皮
肌の弾力やシワ、毛穴などに関わる
「コラーゲン」を保つ真皮線維芽細胞の
はたらきを推測。

皮下組織
肌のたるみに関わる「ミメカン（RC）」を
保つ皮下腱細胞のはたらきを推測。

④分析結果画面では、肌三層の細胞のはたらきを1～10の
10段階でスコア化。
今後、表れやすい肌悩みを知るための、ポーラ独自の指標。

【動画分析『モーションスキャンテクノロジー』を用いて、細胞のはたらきを推測する方法】

※顔の動き（動画）から、肌三層の状態の推測に用いるデータ取得を行う、ポーラ独自の技術のこと

独自技術『モーションスキャンテクノロジー※』を用いて、肌三層の「細胞のはたらき」を推測NEW

撮影基準値
セット

左目の中心をそろえます

目の高さを合わせます

あごの位置を合わせます

「あ」の顔 「う」の顔

「う」の顔「い」の顔

（画像はデータ取得のイメージです）

動画

静止画（肌カメラ）

ポ
ー
ラ
独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

推測される細胞の
はたらき

表皮細胞
（緑：タイト
ジャンクション）

皮下組織の
腱細胞
（緑：ミメカン）

真皮線維芽細胞
（赤：コラーゲン）

③撮影後、3分で、独自のアルゴリズムによって肌三層の細胞のはたらきを分析。

（画像はイメージです） 



新分析項目：キメの流れ（シワリスク） シワのできにくい肌

分析時に撮影した肌の
静止画データを加工処理
した画像を表示

シワのできやすい肌

白：皮丘

グレー：皮溝（短）

オレンジ：皮溝（中）

ピンク：皮溝（長）
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肌カメラによる分析には、これまでの分析項目に加え、新たに「キメの流れ（シワリスク）」分析を追加。目視ではとらえる
ことが難しいキメも含めて分析し、シワのできやすさをスコア化しました。
今の肌状態を分析するだけでなく、今後、表れやすい肌の変化の“兆し”をより多角的にとらえます。

（画像はイメージです） 

【肌カメラによる分析項目】

目視ではとらえきれないキメの流れ
の方向性や長さなどから、シワのでき
やすさを分析。

NEW 肌カメラ分析には、新たに「キメの流れ（シワリスク）」分析を追加
今の肌だけでなく、今後、表れやすい肌の変化の“兆し”をより多角的にとらえる

※コラーゲン、糖化の状態を示す写真は基準写真であり、個人のものではありません。

■水分量

■皮脂量

■ニキビのできにくさ
ニキビのできる数・範囲・頻度や
原因となるアクネ菌の分布から分析。

〈ゆらぎ〉

■メラニンの少なさ
肌表面～内部に含まれるメラニン
を画像検出し、メラニン量を分析。

■キメの細かさ
キメの形状や、数量、方向などを分析し
キメの状態を色の濃淡で表示。

■黄ぐすみレス（糖化）
肌の色調など、複数の情報の
組み合わせから分析。

■にごりのなさ
肌表面～内部に含まれる様々な
色素にごりを分析。

〈色調〉

■コラーゲン
肌の色調など複数の情報の組み
合わせから分析。

■NEW：キメの流れ（シワリスク）
目視ではとらえきれないキメの流れの方向性や
長さなどから、シワのできやすさを分析。

■毛穴レス（皮脂）
■毛穴レス（たるみ）
毛穴の目立ちやすさに加え、
毛穴の形状や色調、皮脂状態から、
目立つ毛穴と皮脂やたるみの
関係を分析。

〈形状〉

水分センサー

肌カメラ

水分センサー搭載の肌カメラ

ポーラの静止画分析
肌カメラによる水分測定と撮影（ほほ・口横・額）
からビッグデータをもとに多角的に分析。



※1：表皮細胞・真皮線維芽細胞・皮下腱細胞のはたらきを推測する分析項目
※2：今の肌状態（安定・ニキビ・敏感）を分析し、スコア化する分析項目
※3：今の肌状態（ハリのなさ・シワ、毛穴、シミ、くすみ）を分析し、スコア化する分析項目
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新しいポーラの肌分析結果画面では、肌の個性をキャラクターのようにとらえることで、肌をもっと身近に、愛おしく感じて
ほしいとの思いから肌タイプを設定しました。
「細胞のはたらき※1」「ゆらぎ※2」「形状※3」「色調※3」の4カテゴリのスコア状況をもとに、肌タイプを決定。今の肌の強みを
表した、タイプ名称が表示されます。

分析結果に、今の肌の強みを表した、9つの肌タイプ分類が登場NEW

９つの肌タイプ

９つの肌タイプ名称とともに、
肌の最も良い点と、伸びしろが最も大きい点に
ついてのコメントも合わせて表示。
分析結果の概要が一目でわかります。

９つの肌タイプをきっかけに、ご自身の肌の個性や魅力に気づき、今後のお手入れに楽しく役立てていただく設計。

（分析結果画面の例）

良い点 伸びしろ

シミのできにくさ シワに関連する要因

全てのスコアが良い場合にのみ
表れる肌タイプ
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肌タイプを起点に、撮影画像・パーソナル肌断面図・レーダーチャートなどを用いて
肌の個性を視覚的にわかりやすく伝える、総合分析結果
今後、表れやすい肌変化の“兆し”をとらえ、要因を知る

①あなたの肌：

②肌断面イメージ：
③ゆらぎ：

肌カメラでの実際の撮影画像や、分析結果をもとにしたモデル画像が確認でき、
理想の状態との比較も可能。
肌分析結果をもとに、肌状態を表した肌断面図。
今の肌状態（安定・ニキビ・敏感）を分析し、項目ごとに1～5段階でスコア化してレーダー　
チャートで表示。肌内外の影響による不調（ニキビ・敏感）への傾きやすさの指標となる。

④形状・色調のポイント：

⑤うるおいバランス：
⑥肌のトーン：

今の肌状態（ハリのなさ・シワ、毛穴、シミ、くすみ）を分析し、
1～5段階でスコア化してレーダーチャートで表示。今後、表れやすい肌悩みの指標となる。
「ハリ・シワ」「毛穴」「シミ」「くすみ」のうち、ケアの優先順位が高いもの
２つをレーダーチャートの上に表示。（各項目の詳細はP.4）
肌をすこやかに保つうえで必要な水分・皮脂のバランス。
明度・色相の情報より、肌のトーンを分析。６つの分類の中から判定。

・ストレス抵抗力
・めぐり力

・ニキビのできにくさ
・ホルモンバランス
・マイクロダスト抵抗力

・化学刺激抵抗力
・物理刺激抵抗力

日 さ々まざまな場面でかかるストレスに対して分析。
肌内部に酸素や栄養がいきわたるために重要な血液のめぐりを分析。
めぐり力が低いと、細胞が本来の機能を発揮しにくくなり、肌のうるおいにも影響があります。
ニキビのできる数・範囲・頻度や原因となるアクネ菌の分布から分析。
生理不調や睡眠不足などの状態からホルモンバランスを分析。
マイクロダスト（ポーラが付けた名称：排気ガス・工場の煙・チリホコリ等のPM2.5、黄砂、
タバコの煙、花粉等）への抵抗力を分析。
洗剤や消毒用アルコール、化粧品などに含まれる成分への抵抗力を分析。
肌への摩擦などに対する抵抗力を分析。

①

②

⑤
⑥

③ ④

（分析結果画面の例）



※ポーラが付けた名称（排気ガス・工場の煙・チリホコリ等のPM2.5、黄砂、タバコの煙、花粉等）

（画面はイメージ。実際の画面とはデザイン・仕様が一部異なる場合がございます）
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Touch

トータルケアアドバイス

■肌分析の振り返り機能を搭載
過去2年分の肌分析結果を記録し、
分析結果やケアアドバイスなどを
振り返ることが可能。

■日々のケアを楽しくサポート「CARE TALK」
アプリ内のキャラクターが、
会話を通してケアのモチベーションを高め、
肌に良い生活を日常化するサポートを行います。
会話以外にも、楽しみながら
ケアを継続するための機能を搭載。

①本日のケアアドバイス：

②カウンセリング内容：

③お住いのエリアの美容環境：

④POLAアプリ「肌ログme」：

①

② ④

③

肌分析結果をもとに、スキンケアの方法やライフスタイル、おすすめの栄養素に至るまで、一人ひとりに合わせてカスタマ
イズされたアドバイスをお届けします。

（ケアアドバイス画面の例）

分析結果に基づいたケアアドバイス。お手入れ方法から生活習慣、体調、栄養素など
化粧品の選択以外にも心がけるとよい、ホリスティックなケアを表示。
MIND（美容のお好み・普段のお手入れ）、SKIN（肌悩み・肌の調子）、LIFE（生活習
慣・体調）の3つのカウンセリング回答状況から判定。
一人ひとりのお住まいの環境に基づいて、分析当月を含む6ヶ月先までの美容環境の注
意度を、3段階で表示。先々の美容環境を参考に、取り入れるケアを検討できる。乾燥・
UV・マイクロダスト※・気圧の4項目のアラートを表示。
肌に365日寄り添い、日々のケアを最適化するスマホアプリコンテンツ。自宅でいつで
も肌のことや、必要なケアを振り返り、毎日のケアを楽しく、続けられるようサポート。

分析結果に応じて、肌の個性が反映されたデザインに変化

最近のお肌の調子はどうかな？
スキンケアでお肌に触れるときに、
お肌のしっとり感やなめらかさなどに
注目してみて。
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ポーラは、新体操ナショナル選抜団体チーム・新体操個人日本代表「フェアリー ジャパン POLA」のオフィシャルパートナーです。

ポーラの肌分析フロー

STEP1から4を繰り返すことで、肌の個性を知る体験を通して、一人ひとりの目指す肌をサポートしていきます。

■カウンセリング
MIND（美容のお好み・普段のお手入れ）、SKIN（肌悩み・肌の調子）、LIFE（生活習慣・体調）
の3つの項目で現在のお客さまの状況を詳しくお伺いします。

■肌分析（動画分析・静止画分析）
分析結果の説明

肌を深く、楽しく理解するSTEP1

■ケアアドバイス
分析結果に基づいて、生活習慣、体調、栄養素、お手入れ方法、肌に合った化粧品など、
一人ひとりの目指す肌に近づくためのホリスティックなケアを提案します。

自分に合ったケアと出会うSTEP2

■肌分析の振り返り
ポーラアプリから分析結果を振り返り、その時々の肌や気候に合わせたケア方法などの
アドバイスを取り入れながら、自身で日々のケアを楽しんでいただきます。

1～3ヶ月ごとに

自分に合ったケアを、楽しく続けるSTEP3

季節やライフスタイルの変化で肌が変わるため、定期的な肌分析をおすすめします。

肌の変化を見つめ続けるSTEP4
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